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牛久栄進高校図書館 

考査Ⅱが終わり、ほっとしている人も多いのではないでしょうか。考査前の１週間は、１日平均 70 人

ほどの図書館利用者が見られました。図書館は朝７：30 開館、放課後は 18：00（月曜日は 17：00）

閉館です。朝少しだけ早く登校して、また、放課後１時間など時間を決めて、図書館で読書や学習に取り

組んでみるのはいかがでしょうか？ 古代ギリシャの哲学者アリストテレスは「人は習慣によって作られ

る」と述べています。毎日図書館に行って、「本を読む」、「学習する」といったちょっとした習慣も、積み

重なっていくと、大きな力になります。ぜひ、学校図書館を有意義に活用してください。 

◇学校図書館って？ 

高校だけではなく、皆さんが通ってた小学校や中学校にも、必ず学校図書館

があったはずです。そもそも、なぜ学校には図書館があるのでしょう？ 少し難

しい話になりますが、学校図書館の設置は法律を根拠としています。学校図書

館法第一条には「学校図書館が、学校教育において欠くことができない基礎的

な設備」と位置付けられています。また、「学校図書館ガイドライン」では、学

校図書館に 「読書センター」、「学習センター」、「情報センター」という３つ

の機能を求めています。 

◇読書の習慣～まずは本を借りてみよう～ 

4 月からの書籍の貸出数は、延べ 138冊（5/26 現在）

になりました。GW 前に借りた人が多いようですね。一方、

最近本を読んでいないなという人も多いのではないでしょう

か。気に入った本を購入して読むのもいいですが、せっかく

身近にある学校図書館。利用しない手はありません。図書館

の入り口には、新着本が見やすく並んでいます。気になった

本を手に取ってみましょう。そのままカウンターに行って、

年次・クラス・名前を伝えれば、すぐに借りられます。 

◇探究活動～資料探しや調べものに活用しよう～ 

探究活動を進めていくと、「こんな資料がほしい」、「こんなことを調

べたいけどどうすればいいんだろう」など、悩みや疑問が出てくるか

と思います。そんな時に利用してほしいのが、図書館のレファレンス

サービス。レファレンスは、「参考」や「参照」といった意味ですが、

ここでは、「資料探しのお手伝い」を意味します。探したい資料や知り

たい情報などがあるけど、うまく探せないという時は、図書館担当の

先生方に遠慮なく相談してください。受付カウンターにいないとき

は、司書室に声をかけてくださいね。 

図書館の入り口前に、新聞がおかれているのを知っていますか？ 

気づかずに通り過ぎている人もいるかもしれませんね。新聞は、館内

で読むことも可能です。探究の資料として、時事問題、小論文の勉強

にといろいろ活用してください。『月間新聞ダイジェスト』や『切り抜

き速報』なども利用しやすいのでおススメです。 



◇古本市のお知らせ 

６月３日（土）栄進祭２日目、昇降口前コミュニティホールにて、図書委員会

主催の古本市を開催！ 

小説はもちろん、教養を深めるのに役立つ本もあります。今年は、古本市の隣

で、ポップコンテストも開催予定です。ぜひお立ち寄りください！ 

 

◇新着本紹介 お待たせしました！村上春樹の新刊も入ります。 

森 博嗣 
帚木蓬生 
ターリ・シャーロット 

戸田山 和久   
児玉 聡   
廣瀬 志保   
読売中高生新聞編集室 
上坂 博亨 他  
小木曽健   
内田 朋子 他 
川内 有緒  
林 芳紀   
伊東 浩司  
佐藤 雅幸   

望月 修  
佐藤 裕務  
高橋 宏文   
小川 良樹   
阿部 直人  
水野 裕矢  
全日本空手道連盟 
小山正辰  
町田 直和 
高柳 憲昭 
原田 隆次 

ルグウイン,アーシュラ K 

『人間はいろいろな問題についてどう考えていけば良いのか』 
『ネガティブ・ケイパビリティ』 
『事実はなぜ人の意見を変えられないのか』 

『教養の書』        
『功利主義入門』       
『高校生のための「探究」学習図鑑』     
『部活魂！この文化部がすごい』     
『コミュニケーション力を高めるプレゼン・発表術』   
『１３歳からの「ネットのルール」』     
『すごいぞ！はたらく知財』      
『目の見えない白鳥さんとアートを見にいく』   
『マンガで学ぶスポーツ倫理』  
『なるほど最新スポーツ科学入門』     
『ジュニア選手のための夢をかなえる「スポーツノート」活用術』 

『おもしろい！スポーツの物理』     
『バレーボールのフィジカルトレーニング』    
『バレーボール （ISBN 9784583113647）』   
『部活で差がつく！勝つバレーボール上達のポイント６０』  
『部活で差がつく！勝つハンドボール最強のコツ５０』  
『知ってる？ハンドボール』 
『はじめての空手道』     
『空手道 その歴史と技法』     
『知ってる？空手道』     
『部活で差がつく！勝つ弓道上達のポイント５０』   
『はじめよう弓道』     

『少年文庫版 ゲド戦紀セット 全６冊』  

池澤 夏樹 『日本文学全集』13～25 

ｴﾙﾝｽﾄ･H･ｺﾞﾝﾌﾞﾘｯﾁ 『美術の物語』           ☆羽田先生おススメ☆ 

村上 春樹 『夜のくもざる』          ☆湯原先生おススメ☆ 

鯨庭 『言葉の獣』２ 

村上 春樹 『街とその不確かな壁』 

東野 圭吾 『魔女と過ごした七日間』 

S・J・ベネット 『エリザベス女王の事件簿』１・２  ☆岡澤先生おススメ☆ 

柚木 麻子 『オール・ノット』 

クリス・ウィタカー 『われら闇より天を見る』    本屋大賞翻訳小説部門１位 

ソン・ウォンピョン 『プリズム』          本屋大賞翻訳小説部門２位 

キム・リゲット 『グレイス・イヤー』      本屋大賞翻訳小説部門３位 

徳仁親王 『テムズとともに』 

 

古本市のために書籍を寄付していただいた生徒および教職
員の皆さま、ご協力ありがとうございました！ 
英語科の寺田先生からは、お父様の執筆された本をたくさ
ん寄付していただきました。感謝申し上げます。 


